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Application Note

EDIF 2 0 0による
設計資産の再利用

  EDIF（ Electronic Design Interchange Format）
は、CAD/CAEシ ス テ ム間のデータ交換に使用される、
ANSI/EIA標 準のファイ ル形 式です。SIMUCAD社の
Gatewayでも、他社のツールと回路図をやりとりする際
に、EDIFを使用しています。Gatewayは、EDIFバージョ
ン 2 0 0 のインポート /エクスポートに対応しています。

EDIFは GDSII規格と異なり、ファウ ン ド リ・ド リ ブ
ンの規 格ではないため、扱うデータの範 囲や見た目
に、ベ ン ダによってかなりばらつきがあります。その
ため、イ ン ポートされた回路図で、そのままネット リ
ス ト生成やシ ミュレーションが実行できることはほと
んどなく、通常は何かしら編集作業が必要となります。

  たとえば、元の回路図に、ある特定のシ ン タック スで
定義されたパ ラ メータが含まれているとします。イ ン
ポートする側のシ ミュレータが、それとまったく異な
るエンジンとシンタックスを使用している場合、EDIF
規格には、元の回路図のパ ラ メータをイ ン ポート後の
デ ザ イ ンで有効な属性に変換するための定義が用意さ
れていません。多くの場合、イ ン ポートしただけの回路
図はシ ン ボ ルと配線を配置した図面でしかなく、ネッ
ト リ ス ト生成やシ ミュレーションの実行はできません。

この文書では、EDIFファイルのインポート後の編集作業を
大幅に削減する、Gatewayのさまざまな新機能を紹介します。

  Gatewayの EDIFインポータは、インポートされたファ
イ ルから得られる情報を最大限利用して、Gateway
のセ ル表示上で同じ情報を再生成します。再生成さ
れる情報としては、接続情報、ネットとノードの名前

（可能な場合）、インスタンス名、インスタンスに設定
された属性値などがあります。さらに、回路図の階層
構造もイ ン ポートし、上位 /下位階層間の移動がで
きるようにします。例外的に、バ スの分岐と名前はイ
ン ポートされません。これは、ベ ン ダ各社でバ スのイ
ン プ リ メ ン ト方法が異なるためです。また、ネット リ
ス ト生 成のための設 定もイ ン ポートされません。す
でに元の回 路 図エ ディタで生 成されたネット リ ス
トがある場合には、コ ン ト ロール・デッキ（ *.ctrファ
イ ル）にネット リ ス トのファイ ル・パ スを追加し、シ
ン ボ ル（ *.bodyファイ ル）を手 作 業で作 成します。

  Gatewayの EDIFイ ン ポ ー タ は、EDIF 2 0 0 規 格
に準拠したファイ ルをイ ン ポートすることができま
す。図 1 は、Gatewayの [EDIFイ ン ポート ]ダ イ ア ロ
グ ボック スです。ダ イ ア ロ グは、全般的なオ プ ショ
ンと、各ベ ン ダに特化したオ プ ションにグ ループ化
されています。それぞれのオ プ ションは、元データ
を最大限活用して、変換後の編集の手間を省き、生
産 性 を 向 上 す る こ と を 目 的 に 設 計 さ れ て い ま す。

全 般 的なオプション
ベ ン ダの種類にかかわらず、すべての EDIFファイ ルに
使用できるオプションです。以下にそれぞれの機能を説
明します。

[大文字・小文字の不一致を調整 ] － EDIFファイ ル
に、大文字小文字の区別のみで重複するライブラリ名、
セ ル名、ネット名が含まれている場合、それぞれに固
有の名前を付けることでコンフリクトを解消します。 

[入出力ピ ンを自動変換 ] － ipin、opin、iopinのシ
ン ボ ルを、spicelibの inschpin、outschpin、およ
び bischpinにそれぞれ変 換します。このオ プ ショ
ンは、spicelib（ Gatewayに標準添付される SPICE
基本ラ イ ブ ラ リ）が現在のワーク ス ペースに含ま
れていないと、グ レ イ ア ウ トされ無効となります。 

[ノ ー ド 名 の 無 効 な 文 字 を 削 除 ] － ノ ー ド
名 に SmartSpiceで 無 効 と な る 文 字 が 含
ま れ て い る 場 合 に、 そ の 文 字 を 削 除 し ま す。 

[詳 細 ロ グ・フ ァ イ ル 出 力 ] － イ ン ポ ー ト・エ
ラ ー が 発 生 し た 際 の 原 因 調 査 に 役 立 つ 追 加 詳
細 情 報 を 出 力 し ま す。な ん ら か の 原 因 で イ ン
ポートが失 敗した場 合は、このオ プ ションをオ
ンにして、再 度イ ン ポートを試 行すると、問 題
の特 定に役 立つ詳 細メッセージが出 力されます。 

[指 定した属 性 名を削 除 ] － 指 定した属 性 名を
EDIFインポート時に無視し、インポートされないよ
うにします。属性を指定するには、このダイアログの
[編集 ]ボ タ ンをク リックします。このオ プ ションを
使用すると、ネット リ ス トの生成に影響しない属性
などの不要な情報を減らすことができます。
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図 1. Gateway の [EDIFインポート] ダイアログ 

  以下のオプションは、各ベンダに特化したオプション
です。EDIF 2 0 0 ファイル生成元のベンダに応じて、必
要により選択してください。以下にそれぞれの機能を説
明します。

ケイデンス社向けオプション
[iPar/pPar属 性 の 変 換 ] － シ ン ボ ル・イ ン ス
タ ン ス の iPar/pPar属 性 を 検 出 し、 上 位 階 層
の 回 路 図 に spicelib/parametersシ ン ボ ル・
イ ン ス タ ン ス の プ ロ パ テ ィ と し て 追 加 し ま
す。このオ プ ションをオ ンにすると、パ ラ メー
タ を 下 位 階 層 に 受 け 渡 す 設 定 が 継 承 さ れ ま す。 

[シ ン ボ ル の cdsコ メ ン ト を 削 除 ] － cdsの プ
リ フィック スから始まるシ ン ボ ルのコ メ ン トを
削 除 し ま す。 例： cdsTerm("G")、cdsName()、
cdsParam(1)など。

Viewdraw オプション 
[ViewDrawの ピ ン を 追 加 ] － 階 層 接 続 と
ネ ッ ト リ ス ト 生 成 の た め、 必 要 に 応 じ て ピ ン
を 回 路 図 フ ァ イ ル に 追 加 し ま す。元 の 回 路 図
に 必 要 な ピ ン が 含 ま れ て い な い 場 合 も あ る た
め、このオ プ ションをオ ンにしなければ、上 位
階 層 の シ ン ボ ル と の つ な が り を 保 持 し ま せ ん。 

[ViewDrawのスナップ間隔を保持 ] － インポート
されたファイルの ViewDrawの回路図 /シンボルの
スナップ間隔を、Gatewayの回路図グリッドのスナッ
プ間隔に変換します。

MicroSim PSpice 
およびOrCADオプション

[OrCADのスナップ間隔を保持 ] － インポートされ
たファイ ルの MicroSIM PSpiceおよび OrCADの回
路図 /シンボルのスナップ間隔を、Gatewayの回路
図グリッドのスナップ間隔に変換します。

注 : MicroSIM PSpiceが 生 成 し た 回 路 図 は、 ま ず
OrCAD Captureの形式に変換する必要があります。そ
の後、OrCAD Captureを使用して EDIF 2 0 0 ファイ
ルを生成します。
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以 上のように、Gatewayには、EDIF 2 0 0 で規 定さ
れない部 分をカ バーするさまざまな機 能があります。
Gatewayのユーザは、既存のデザインを最大限活用して、
有効な SPICEネットリストをスピーディーに生成でき
ます。オブジェクト名、パラメータ、パラメータ値が引
き継がれるため、イ ン ポート後の編集作業が大きく軽
減されます。元のデ ザ イ ンの接続情報や階層情報が維
持され、シンボル・フットプリントも Gatewayグリッド
に変換されます。したがって、プリミティブ・シンボルが
SmartSpiceで認識できるよう、若干の調整を行うだけ
で、ネットリストを生成できます。回路図を描きなおす
必要はありません。


